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平成３０年度の江南市 

（１）４月１日から市の組織が変わります 
 市の組織が、現在の１０部２９課から１０部３２課へ変わります。 

＜主な変更点＞ 

①危機管理室防災安全課が「都市整備部」へ移り、危機管理室はなくなります。そして、新た

に都市整備部長が「危機管理監」となります。 

②生活産業部の名称が「経済環境部」に変わります。 

③市長政策室の名称が「企画部」に変わります。さらに、生活産業部の市民サービス課が企画

部へ移ります。 

④健康福祉部子育て支援課が教育委員会事務局へ移り、新たに「こども未来部」となります。

さらに、こども未来部の中に「こども政策課」と「保育課」ができます。 

⑤都市整備部まちづくり課の名称が「都市計画課」へ変わります。 

⑥教育委員会教育部の中に「スポーツ推進課」ができます。 

⑦消防本部総務予防課が「消防総務課」と「消防予防課」に分かれます。 

＜平成３０年４月１日より＞ 

経済環境部  商工観光課、農政課、環境課 

健康福祉部  高齢者生きがい課、福祉課、健康づくり課、保険年金課 

都市整備部  都市計画課、土木課、建築課、防災安全課 

     （危機管理監） 

       総務部    行政経営課、税務課、収納課、総務課 

   企画部    地方創生推進課、秘書政策課、市民サービス課 

   水道部    下水道課、水道課、水道管理課 

              会計課 

教育委員会 

教育長    こども未来部 こども政策課、保育課 

教育部    教育課、生涯学習課、スポーツ推進課 

     

消防長    消防本部   消防総務課、消防予防課 

          消防署 

監査委員          監査委員事務局 

市議会    議会事務局  議事課 

※公共交通が市民サービス課から都市計画課へ移るなど課の業務内容も一部変わります。 
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（２）新体育館は５月１日から運用開始します 
 現在建設中の江南市の新体育館は、正式名称を「江

南市スポーツセンター」とし、また、グランドとテニ

スコート含めた施設を「江南市スポーツプラザ」とす

ることに決まりました。 

 また、江南市で初めて導入されるネーミングライツ

（命名権）は、ＫＴＸ株式会社がパートナーに決ま

り、愛称を「ＫＴＸアリーナ」とすることとなりまし

た。ネーミングライツ料は年間１５０万円で、５年契

約です。このネーミングライツ事業に関しては、私が一般質問で「市の新たな財源の確保」と

して提案したことが実現となり、大変嬉しく思っています。 

 ＫＴＸアリーナ（江南市スポーツセンター）は３月末までに工事を完了し、江南市へ引き渡

される予定です。そして、４月３０日（月・祝日）に開館記念式典（午後１時～３時には一般

の方の見学会）を開催し、５月１日（火）から運用を開始します。なお、施設の予約は３か月

前からとなっていますので、２月１日（木）より現在の市民体育会館にて施設利用の受付を開

始します。 

 また、ＫＴＸアリーナでは、個人で利用できるトレーニング室やフィットネススタジオもあ

り、１回利用券以外に８回分の料金で１ヶ月利用できるパスポートが設けられます。 

１２月定例会開催 
 １１月３０日（木）から１２月２０日（水）まで１２月定例会が開催されました。定例会に

当局より提出された３２議案（追加議案も含む）はすべて原案の通り可決されました。 

 ＜平成２９年度１２月定例会議決結果＞ 

 http://www.city.konan.lg.jp/gikai/katsudou/giketsuichiran29-12.htm 

一般質問は５日（火）～７日（木）に行われ、私の主な質問内容は下記の通りです。 

１．教育行政について 

（１）産官学民との連携について 

(問)厚生文教委員会で埼玉県戸田市教育委員会を行政視察しました。予算

０円で、インテル、グーグル、ベネッセ、東京大学などの産官学民との連

携をして様々な取り組みを行い、県でトップレベルの学力を維持するなど

大きな成果を出しています。江南市も産官学民からの連携の提案があれ

ば、教育委員会から各学校へ情報提供し、希望した学校を支援してはどうかと提案しました。 

(答) 戸田市などの状況を調査するとともに、各学校へ情報提供をするなど、産官学民と連携

した取り組みができるかどうかをよく考えていきます。 

（２）教育枠での事務職員採用について 

(問) 戸田市では、予測困難な時代に生きる子どもたちに適切な教育環境を提供するため、事

務（教育枠）の募集を行っています。来年度より江南市では教育委員会にこども未来部を設置

します。これを機会に、職員の教育枠での職員募集をしてはどうかと提案しました。 

(答) 全国的にも先進事例でもある戸田市の採用状況について調査・研究していくとともに、

今後も引き続き、職員の人材育成と適正な人事管理に努めていきます。 

（３）小・中学校駐車場目的外使用について 

(問) 小・中学校の教職員から目的外使用として駐車料金を徴収しているのは、県内では名古

屋市、江南市、扶桑町のみです。教職員は県職員で市外への転勤もあり、また、江南市への転

勤希望が少ないという弊害もでてきています。全教職員の免除を求めました。 



(答) 学校と学校以外の施設との公平性を図るため、「行政財産の目的外使用に係る使用料条

例」及び「江南市立小中学校教職員等の学校施設等における通勤用自動車の駐車に関する要

綱」に基づき、適正であると判断し目的外使用料の徴収をしています。一方で、教員の異動範

囲の地区内で、不公平感を持たれている事も承知はしています。 

２．大型商業施設の市としての活用について 

（１）新たな図書館の設置について 

 (問) 新たな図書館を計画する際に、人がたくさん集まる大型商

業施設内へテナントとして設置することを提案しました。新たな

図書館を建設すれば１０年かかりますが、この方式では早期にで

きます。徳島市立図書館、宮津市立図書館の例を紹介しました。 

※宮津市は図書館等の入るミップル（右写真）の３・４階部分の

固定資産税を非課税とし、その代わりにミップル（阪急電車）よりテナント料無料で借ります。 

(答)テナント料が発生することから費用対効果を検証することが必要です。来年度、新たな図

書館設置のための基本計画の策定を予定しており、その中で分館方式の１つの拠点として、商

業施設や既存公共施設を活用できるかどうか検証していきます。 

（２）期日前投票所の増設について 

(問) 今回の衆議院議員選挙において、台風の影響で土曜日に期日前投票所が混雑し、投票を

あきらめて帰ってしまった方がいました。人が集まる場所に投票所を設置するという発想への

転換が必要です。市内の大型商業施設への期日前投票所の設置を提案しました。 

 (答) 選挙事務は確実な執行が大前提ですので、二重投票を防止する確実な方法を確立するこ

とが最も重要な課題です。また、投票管理者や投票立会人等の人員の確保や不測の事態に対応

するための職員の配置など様々な課題がありますが、大型商業施設等への期日前投票所の増設

については、土曜日や日曜日等開設日を限定して行うなどの方法も選択肢の１つとして、今後

は費用対効果なども考慮しつつ、慎重に検討していきます。 

３．市役所での傘の無料貸し出しについて 

 (問)市役所の忘れ物傘を市役所での無料貸し出し傘として利用することを提案しました。 

(答) 忘れ物傘は一定期間保管した後、警察署へ持ち込み、３か月以内に

所有者が判明しないときは、習得した者（江南市）が所有権を取得しま

す。忘れ物傘を市役所での無料貸し出し傘として利用することについて

は、リユースによりごみを少なくし、ごみの焼却や埋め立て処分による

環境への影響を減らすことにもつながることから、検討してまいります。 

４．こうなんＤａｙについて 

 (問)市のイベントなどに「こうなんＤａｙ」という冠をつけて市外に「こうなん」の名をＰ

Ｒし、さらに江南市全体が「こうなんＤａｙ」で盛り上がるように提案しました。 

(答) 「こうなんＤａｙ」は江南市の現在や未来について、職場で、家族で、友人たちで共に

考え、地域を見直し、関心を高めていただくことを狙いとしています。「主催は行政、参加は

市民」といった従来型のイベントではなく、真に「こうなんＤａｙ」が市民のものになるよう、

多くの市民の皆さんが参加できるような企画を、市民、事業所、学校、サークルなどが自ら話

し合い、実践されることを期待しています。 



５．ネーミングライツについて 

(問) 新体育館のネーミングライツ・パートナーの決定について、選考結果とその後の契約等

について尋ねました。 

(答)選定委員会での審査を行い、優先交渉者を決定しています。現在は優先交渉権者と契約に

向けての協議を行っています。契約を締結した後には、議会へ報告します。※議会終了後、Ｋ

ＴＸ株式会社と正式契約を行い、「ＫＴＸアリーナ」となることが決まりました。 

(問) 東野町の道路横断歩道橋の補修工事（約１７００万円）について、９月定例会の折に１

１月末の完成を目指しているとのことでした。その後の状況とネーミングライツ募集要項の作

成とパートナーの募集はいつから行うのか尋ねました。 

(答)募集要項は建設産業委員協議会の中で報告します。今後のスケジ

ュールは平成３０年 1月９日から２月９日まで、広報こうなん１月号

および市のホームページで広く募集をしていきます。応募者がありま

したら２月中には選定委員会を開催してパートナーの決定を行い、ネ

ーミングライツ契約を締結します。３月にはパートナーの公表を行

い、４月より愛称標示を始める予定です。 

(問) 新たに市民文化会館でのネーミングライツ・パートナーの募集を提案しました。 

(答) 江南市民文化会館でのネーミングライツ事業の実施については新たな財源の確保につな

がるものと考えていますので、実施に向け、検討していきます。 

※江南市民文化会館では現在指定管理者制度をとっていますが、他市

でも指定管理者以外の事業所がネーミングライツ・パートナーとなっ

ている施設もあり、問題はないと考えます。 

(問)その他、市が独自に進めるネーミングライツ事業はないかを尋ねました。 

(答) 新たな取り組みの予定としては、平成３０年度からの第８次行政改革大綱での取扱事項

の１つに「江南駅前トイレ等のネーミングライツ導入」があります。

江南駅前トイレ等の維持管理にかかる費用をネーミングライツ収入

で補うものです。施設所管課において、先進事例や導入により得られ

る効果、民間事業者の意向など、調査、検討を行いながら進めていき

ます。 

◇市政へ対するご意見、ご要望、ご質問および地域的課題なども下記へご連絡ください。 

藤岡和俊後援会 藤和会(とうわかい) 

電話＆FAX（0587）53－4050 〒483-8258 愛知県江南市上奈良町郷 11番地 1 

URL ; http://www.towakai.jimdo.com/  e-mail ; kazutoshi_fujioka＠yahoo.co.jp 

 


